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エクセルでの統計処理 

 

五石敬路 

 

（１） 散らばりについて（分散、標準偏差、変動係数） 

 

分散 =var.p() 

標準偏差 =stdev.p() 

変動係数 =標準偏差／平均 

 

 

（２） 基本統計量（最大値、最小値、算術平均、標準偏差） 

 

最大値 =max() 

最小値 =min() 

算術平均 =average() 

標準偏差 =stdev.p() 

 

（３） 相関係数 

相関係数 =correl() 

 

参考：ジニ係数について 

平等度を表す指数。0から 1の値をとる。0に近いほどより平等で、1に近いほどより不

平等。所得では、北欧諸国が 0.2～0.3、アメリカや日本が 0.3～0.5、中南米やサハラ以南

アフリカは 0.6～0.7。0.7は社会が不安定化／崩壊する（ベネズエラ、シエラレオ）。ただ、

ジニ係数の計算は難しく、統計ソフトでも用意されていないことが多いので、変動係数で

代替できる。 

 

（４） エクセルでのプロットの描き方、図のワードへの貼り付け（p.2～p.4） 

（５） 基本統計量（p.5～6） 

（６） 分析ツールの設定（p.7～8） 

（７） 回帰分析（p.9～p.12） 

（８） 各自治体における人口増減の要因を回帰分析により調べてみる 
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（４）エクセルでのプロットの描き方 

 

 

① プロットしたい変数を２つ選択する。ここでは総合評価と住民基本台帳人口増減率。 

（注）左側の変数がＸ軸、右軸の変数がＹ軸に表示されます。 

 

② 挿入－散布図をクリック。散布図のうち、左上を選択。 
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③ 散布図（プロット）が表示されます。 

 

 

 

④ 図のレイアウトを整える場合、レイアウトをクリックする。グラフタイトル、軸ラベル、

凡例等のメニューがある。 

 

⑤ ワード等にコピーする場合、まず、図を選択し Ctrl-C。 
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⑥ ワードを開き、ホーム－貼り付け－「形式を選択して貼り付け」をクリック 

 

 

 

⑦ ワード上で扱いやすいのは「図（JPEG）」。「Microsoft Excel グラフ オブジェクト」

は、エクセルのデータも合わせてコピーされるので、データの加工はしやすくなるが、

全体的に扱いにくい。  
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（５）基本統計量 

 

① 基本統計量を選択し、ＯＫをクリック 

 

② 入力範囲の横にある空欄をクリック（縦棒がチカチカする） 

 

入力範囲の横にある空欄に「住民基本台帳人口増減率」（Ｄ欄）のデータを選択する（空欄

には、$D$3:$D$781と表示される）。 
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③ 新規ワークシート、統計情報にチェックする。 

 

④ 新しいワークシートに基本統計量が示される。 
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（６）分析ツールの設定 

 

 

① ファイル―オプションをクリック 

 

 

② アドイン―設定（下の方にある設定（Ｇ）のボタン）をクリック 
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③ 分析ツールをチェックし、ＯＫをクリック 
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（７）回帰分析 

 

 

① データ―データ分析をクリック 

 

② 回帰分析を選択し、ＯＫをクリック 



２０１８年度 比較都市政策論 

 

10 

 

 

③ 入力Ｙ範囲の横にある空欄をクリック（縦棒がチカチカする） 

 

④ 入力Ｙ範囲の横にある空欄に「住民基本台帳人口増減率」（Ｊ欄）のデータを選択する

（空欄には、$J$2:$J$781と表示される）。これが被説明変数（従属変数）になる。 
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⑤ 入力Ｘ範囲の横にある空欄に、説明変数（独立変数）のデータを選択する。ここでは、

総合評価（２０１２年）を選択した。空欄には、$I$2:$I$781と表示される 

 

⑥ 有意水準をチェック、新規ワークシートをチェックし、ＯＫをクリックする。 
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⑦ 新しいワークシートに、回帰分析の結果が表示されます。 

この場合、「総合評価」が「住民基本台帳人口増減率」と関係しているかどうかは、お

およそですが、「Ｘ値１」の「ｔ」が２以上（もしくは－２以下）、「Ｐ－値」が、０．

０５以下であれば、関係がある（統計的に有意）と言うことができます。 

この場合、以下の式になります。 

「住民基本台帳人口増減率」＝0.000253＋-0.0000161×「総合評価」 

 

ほかに、重要な項目として「決定係数」があります。これは「回帰統計」の欄の「重決定 R2」

に示されています。決定係数は被説明変数の散らばりを説明変数によりどの程度説明でき

ているかを表し、0から 1の間の値をとり、数値が高いほど当てはまりが良いです。どの程

度高ければ良いかの明確な基準はないですが、0.3以下だとあまり当てはまっていないと思

われます。0.7以上であれば高いと判断されるでしょう、 

 

※ 下限 95％、上限 95％は、計算された係数が 95％の確率でとる値の範囲を表す。「統計的に

有意」とは、この範囲のなかに 0が入っていないということ。 

 

−1.96 <
回帰分析の係数−母集団の係数

標準誤差
< 1.96 

移項すると、母集団の係数（真の値）の上限 95％、下限 95％が計算できる。 

 

1.96 ×標準誤差+回帰分析の係数（上限 95％） 

      >母集団の係数 > 

             − 1.96 ×標準誤差+回帰分析の係数（下限 95％） 


